化学Ⅱシラバス案

啓林館編集部

	対象教科・科目
	単位数
	学年・学級

	化学Ⅱ
	３
	

	使用教科書
	使用副教材

	啓林館「化学Ⅱ 改訂版」
	啓林館「センサー 2008 化学」

	

	１　学習の目標等

	学習の目標
	化学的な事物・現象についての観察，実験や課題研究などを行い，自然に対する関心や探究心を高め，化学的に探究する能力と態度を育てるとともに基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的な自然観を育成する。

	学習のねらい

	第１部 物質の構造
	・気体，液体，固体の性質を観察，実験などを通して探究し，化学結合の概念や物質の構造を理解させる。

	第２部 反応速度と平衡
	・反応速度と化学平衡を観察，実験などを通して探究し，化学反応を平衡と関連付けて理解させる。

	第３部 高分子化合物
	・高分子化合物の概要と主な糖類，アミノ酸，タンパク質，酵素を観察，実験などを通して探究し，それらの性質や反応を理解させ，生活や生命に関わる物質について科学的な見方ができるようにする。

	第４部 生活と物質
	・日常生活と関係の深い食品や衣料，プラスチック，金属，セラミックスを観察，実験などを通して探究し，それらの性質や反応を理解させ，身の回りの物質について科学的な見方ができるようにする。

	第５部 生命と物質
	・生命体を構成する物質，生命現象と関係する化学反応，医薬品や肥料を観察，実験などを通して探究し，それらの性質や利用について理解させ，化学の成果が日常生活に役立っていることを認識させる。

	第６部 課題研究
	・化学についての応用的，発展的な課題を設定し，観察，実験などを通して研究を行い，化学的に探究する方法や問題解決の能力を身に付けさせる。

	

	２　学習計画

	学期
	学習項目(配当時数)
	学習内容
	活動・備考等
	考査
範囲

	
	第１部 物質の構造(28)
	
	
	


	１
	第１章 化学結合(8)

第１節 イオン結合

第２節 共有結合

第３節 金属結合と金属結晶
	物質を構成する原子，分子，イオンなどの様々な結びつき方が，物質それぞれの構造や性質の違いを生むことを学ぶ。
	実験１

「分子模型の組み立て」
発展：電子の軌道と分子の形
発展：金属の結晶格子
	第

一

学

期

中

間

考

査

	
	第２章 物質の状態変化(5)

第１節 物質の状態と粒子の熱運動

第２節 状態変化とエネルギー
	物質の状態とその変化を，構成粒子の存在状態とエネルギーの関係から学ぶ。
	実験２

「蒸気圧の測定」

発展：物質の状態変化と温度・圧力
	

	
	第３章 気体の性質(6)

第１節 気体の体積の変化

第２節 気体の状態方程式
	気体が示す性質について学ぶ。
	実験３

「シャルルの法則」

発展：実在気体の状態方程式
	

	
	第４章 溶液の性質(9)

第１節 溶解と溶解度

第２節 希薄溶液の性質

第３節 コロイド
	物質の溶解と溶液の性質を学び，溶液について理解を深める。
	実験４

「物質の構造と溶解性」

実験５

「再結晶による物質の分離離・精製」

発展：溶質の分子量と浸透圧

実験６

「コロイド溶液の性質」
	第

一

学

期

期

末

考

査


	
	第２部 反応速度と平衡(22)
	
	
	

	１
	第１章 反応速度(7)

第１節 反応の速さ

第２節 反応の仕組み
	反応の速さを決める条件と，条件変化による反応の速さの変化を学ぶ。


	実験１

「反応速度と濃度・温度の関係」

発展：活性化エネルギーの求め方

実験２

「反応速度と触媒」
	

	２
	第２章 化学平衡(15)

第１節 化学平衡と平衡定数

第２節 平行移動

第３節 電離平衡
	化学平衡の状態やそのときの各成分の量的関係，さらに条件の変化に伴う量的関係の変化などについて学ぶ。
	発展：固形物質を含む平衡

発展：圧平衡定数

実験３

「化学平衡の移動」

実験４

「弱酸の電離平衡と電離定数」

発展：多価の酸の水溶液のpH
実験５

「緩衝液のｐＨ」

発展：緩衝液のｐＨ

発展：加水分解定数

発展：アミノ酸の滴定曲線

発展：溶解度積
	第

二

学

期

中

間

考

査

	
	第３部 高分子化合物(9)
	
	第４，５部のいずれかと組み合わせて選択履修が可能
	

	
	第１章 高分子化合物の分類と特徴(1)

第１節 高分子化合物の分類と特徴
	生活や生命に関わる物質を学ぶための基礎となる高分子化合物について学ぶ。
	発展：高分子化合物の平均分子量の求め方
	

	
	第２章 糖類とタンパク質(8)

第１節 糖類

第２節 タンパク質
	生活と生命に関わる物質として重要な，糖類とタンパク質の構造や性質について，化学的な面から学ぶ。
	実験１

「糖類の性質」

実験２

「タンパク質の性質」
	

	
	第４部 生活と物質(19)
	
	第３･４部または第３･５部いずれかの組み合わせで選択履修が可能
	

	
	第１章 食品と衣料の化学(10)

第１節 食品

第２節 衣料の化学
	食品と衣料について，化学的な面から学ぶ。
	実験1

「デンプンの消化」

実験２

「6,6-ナイロンの合成」

発展：無機顔料と有機顔料

実験３

「アゾ染料(スダンⅠ)」

実験４

「洗剤」
	第

二

学

期

末

考

査

	
	第２章 材料の化学(9)

第１節 プラスチック

第２節 合成ゴム

第３節 金属

第４節 セラミックス
	身近な材料であるプラスチックや金属，セラミックスなどの物質の製法や構造，性質，用途などを学ぶ。
	実験５

「フェノール樹脂の合成」

実験６

「銅の製錬(精錬)の原理」

実験７

「鉄の錆」
	

	
	第５部 生命と物質(19)
	
	第３･４部または第３･５部いずれかの組み合わせで選択履修が可能
	

	２
	第１章 生命体を構成する物質(4)

第１節 細胞を構成する物質

第２節 核酸
	生命体を構成する物質の中から，主に脂質と核酸の性質について学ぶ。
	発展：遺伝情報によるタンパク質の合成

発展：ゲノム
	第

二

学

期

末

考

査


	
	第２章 生命を維持する化学反応(8)
第１節 化学反応と酵素の反　応
第２節 物質の分解と合成
	生物が生命活動に必要な物質とエネルギーを得るための化学反応について，物質が化学変化するときのエネルギーの受け渡しと，酵素による生体内における化学反応との関連性を学ぶ。
	発展：酵素反応と反応速度

実験１
「酵素(リゾチーム)の触媒作用」
	

	
	第３章 薬品の化学(7)

第１節 医薬品

第２節 肥料
	生命体の生命活動において生命の維持に影響を与える物質のうち，医薬品や肥料について学ぶ。
	実験２

「市販薬の成分の確認」

実験３

「肥料と土の成分の確認」

発展：農業を支える化学
	

	
	第６部 課題研究(21)
	
	
	

	３
	第１章 化学の探究方法(6)

第１節 化学の学習と課題研究

第２節 歴史に見る化学の探究

第３節 化学的探究の進め方
	課題研究に取り組むにあたって，化学の優れた研究が，どのような態度や考え方で進められたかをまず調べ，化学的探究の方法を学ぶ。
	
	第

三

学

期

末

考

査

	
	第２章 課題研究の実践(15)

第１節 課題研究の取り組み

第２節 課題研究の展開例

第３節 テーマ例の展開方針
	実施可能な研究テーマを考え，課題研究に取り組む。またこのような活動により，自然科学を探究する態度と方法を身に付ける。
	
	

	
	巻末資料(1)
	
	
	

	※この考査範囲は，第３･４部または第３･５部の，いずれかを組み合わせて履修した場合のもの


	３　評価方法とその観点

	評 価 方 法

	●下記の(1)～(5)の項目を，評価の観点別(関心・意欲・態度，思考・判断，観察・実験の技能・表現，

知識・理解)に評価します。各学期の成績はそれらの評価から総合的に判断します。

	(1)授業への取り組み

授業に対する姿勢，学習態度，化学への関心等で判断する。評価の観点のうち，特に関心・意欲・態度の項目を評価する。

	(2)ノートの記載内容

授業内容を適切にまとめているか，科学的な思考ができているかなどを評価する。

	(3)観察・実験等

観察・実験等を行い，レポートを書く。観察・実験に対する姿勢，予想や考察，器具の操作，報告書などから評価する。評価の観点のうち，思考・判断，観察・実験の技能・表現に関する配分が大きい。

	(4)教科書・問題集の問題

各問題への取り組み，取り組んだ内容から評価する。

	(5)中間・定期考査

学習内容に合わせて問題を出題する。評価の観点のうち，思考・判断，知識・理解に関する配分がもっとも大きい。

	

	４　学習のアドバイス等

	１　日常生活の中で起こる様々な自然現象に興味をもち，その法則性について考える態度をもつこと。

２　疑問に思ったことを確かめてみようという態度をもつこと。

３　学んだことを正確に記録する方法と態度を身に付けること。


